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活発な星形成活動を行っている高光度赤外線銀河 (LIRGs)はダスト減光量が大きい (Av∼3mag)。miniTAO/ANIR
Paα LIRGs サーベイでは、IRAS-RBGSにカタログ化されている赤外線銀河について、ダスト減光の影響を受
けにくく、近赤外域で最も放射強度が強い、星形成領域の直接的な指標となる Paα(1.875µm)輝線の狭帯域撮像
サーベイを行っている。この Paαの透過力で LIRGの星形成活を見通すことにより、銀河進化史上重要な現象で
あるダストに埋もれたスターバースト現象が、どこでどのように起こるかを明らかにしてゆくことが目的である。
　 2011年 10月の観測ランまでに 38天体の近傍 (2800 km <cz< 8100 km)LIRGsの観測を行ってきた。取得した
天体は 34/38天体 (90%)が LIRGであり、残りは 1011 L⊙に満たない銀河である。地上からのPaα狭帯域フィル
タ撮像では、大気吸収が波長に対して敏感であることが問題であるが、2011年春季年会 (R09b)で紹介した方法
を改良し、10%程度の不定性で輝線強度を測定することに成功した。得られた Paα光度から見積もった SFR(星
形成率)と、赤外線全光度 (8µm-1000µm)による SFRは一致した。しかし一部の銀河は、Paαによる SFRが、赤
外線光度によるものに比べて一桁ほど低くなっている。こうした銀河は比較的コンパクト (∼1-2kpc)な星形成を
行っているものが多い。本講演では、地上 Paα観測の特徴、及び近傍 LIRGsの性質について議論してゆく。


